
 

 

資料 1. 調査団員・氏名 



 

 

 

調査団員・氏名 

 

氏 名 担 当 所 属 

梅 永    哲 総括 国際協力機構 

北 口  喜 教 計画管理 国際協力機構 

五 瀬  伸 吾 業務主任/橋梁計画・交通計画 建設技研インターナショナル 

渡 邊  亮 平 副業務主任/橋梁設計 I 建設技研インターナショナル 

土 田  貴 之 橋梁設計 II/既存橋健全度調査・評価 建設技研インターナショナル 

シュレスタ・ロビンソン 自然条件調査（地形・地質）/道路設計 建設技研インターナショナル 

森    修 一 自然条件調査（水理・水文） 
建設技研インターナショナル 

（補強） 

影 山  和 義 環境社会配慮 建設技研インターナショナル 

三 浦    実 施工計画・積算 建設技研インターナショナル 

山 川  清 利 通訳（西語） 
建設技研インターナショナル 

（補強） 

 

 



 

 

資料 2. 調査工程 



 

 

梅永、北口 五瀬　伸吾 渡邊 亮平 土田 貴之 シュレスタ・ロビンソン 森 修一 影山 和義 三浦 実 山川 清利

1 2月 17 日 （水）

2 18 日 （木）

3 19 日 （金）

4 20 日 （土）
資料整理
再委託協議

08:30 現地調査
資料整理
再委託協議

5 21 日 （日）

移動
（成田→Houston） CO 006
（Houston→Managua）

CO1774

6 22 日 （月）

08:30 JICA事務所協議
10:00 [ニ]国外務省

11:00 運輸インフラ省表敬
14:00 EOJ表敬

現地調査(健全度(形状寸法含
む))

地形・地質調査 現地調査・関連資料収集

08:30 JICA事務所協議
10:00 [ニ]国外務省

11:00 運輸インフラ省表敬
14:00 EOJ表敬

7 23 日 （火） 現地調査
現地調査(健全度(形状寸法含

む))
地形・地質調査 現地調査 現地調査

8 24 日 （水）
MD協議（運輸インフラ省（MTI)）

資料整理
現地調査(健全度(形状寸法含

む))
地形・地質調査

MD協議（運輸インフラ省（MTI)）
資料整理

MD協議（運輸インフラ省（MTI)）
資料整理

9 25 日 （木）
MD協議（運輸インフラ省（MTI)）

資料整理
現地調査(健全度(形状寸法含

む))
地形・地質調査

MD協議（運輸インフラ省（MTI)）
資料整理

MD協議（運輸インフラ省（MTI)）
資料整理

10 26 日 （金）
08:00 MD署名・JICA協議
16:00 大使館報告

08:00 MD署名・JICA協議
11:00 現地調査

08:00 MD署名・JICA協議
11:00 現地調査

移動
（成田→Houston） CO 006
（Houston→Managua）

CO1774

11 27 日 （土）
移動

（Managua→Miami) AA 970
現地調査 現地調査（土取場） 現地調査 資料整理 現地調査 現地調査（土取場） 現地調査

12 28 日 （日） 資料整理・団内打ち合わせ 資料整理・団内打ち合わせ 資料整理・団内打ち合わせ 資料整理・団内打ち合わせ 資料整理・団内打ち合わせ 資料整理・団内打ち合わせ 資料整理・団内打ち合わせ

13 3月 1 日 （月）
資料収集・資料整理・団内打合

せ
資料収集・資料整理・団内打合

せ
資料整理・団内打ち合わせ 資料整理・団内打ち合わせ

資料収集・資料整理・団内打合
せ

資料収集・資料整理・団内打合
せ

資料収集・資料整理・団内打合
せ

14 2 日 （火） 資料収集・資料整理 資料収集・資料整理 現地調査（橋梁・取付道路） 現地調査（橋梁・取付道路） 資料収集・資料整理 資料収集・資料整理 資料収集・資料整理

15 3 日 （水） MTI職員との合同現場調査 MTI職員との合同現場調査 MTI職員との合同現場調査 MTI職員との合同現場調査 MTI職員との合同現場調査 MTI職員との合同現場調査 MTI職員との合同現場調査

16 4 日 （木）
現地調査・物流調査
（エルラマ港）

現地調査・資機材調達調査
（エルラマ港）

現地調査（橋梁・取付道路） 現地調査（橋梁・取付道路）
現地調査・水理水文調査

（エルラマ港）
現地調査・資機材調達調査

（エルラマ港）
現地調査
（エルラマ港）

17 5 日 （金） 資料収集・資料整理 資料収集・資料整理 現地調査（橋梁・取付道路） 現地調査（橋梁・取付道路） 資料収集・資料整理 資料収集・資料整理 資料収集・資料整理

18 6 日 （土） 資料収集・資料整理
現地調査・資機材調達調査

（コリント港）
現地調査（橋梁・取付道路） 現地調査（橋梁・取付道路） 資料収集・資料整理

移動
（成田→Houston） CO 006
（Houston→Managua）

CO1774

現地調査・資機材調達調査
（コリント港）

現地調査・資機材調達調査
（コリント港）

19 7 日 （日）

20 8 日 （月）
関連資料収集

（橋梁計画・設計、交通計画）
協力範囲・設計条件・橋梁形式 関連資料収集 関連資料収集 関連資料収集 関連資料収集

21 9 日 （火） 協力範囲・設計条件検討 協力範囲・設計条件検討 MTI合同現場調査 関連資料収集・資料整理 関連資料収集 MTI合同現場調査 MTI合同現場調査 MTI合同現場調査

22 10 日 （水） 協議資料作成 資料整理・関連資料収集 資料整理・関連資料収集 資料整理・関連資料収集 資料整理・関連資料収集 資料整理・関連資料収集

23 11 日 （木）

24 12 日 （金） 協議資料作成 現地調査 資料整理・協議資料作成 資料整理・協議資料作成 資料整理・協議資料作成 資料整理・協議資料作成 資料整理・協議資料作成 資料整理・協議資料作成

25 13 日 （土） 資料整理・協議資料作成 現地調査 資料整理・協議資料作成 資料整理・協議資料作成 資料整理・協議資料作成 資料整理 資料整理 資料整理

26 14 日 （日） 資料整理 資料整理 資料整理 資料整理

27 15 日 （月） 協議・現地調査

28 16 日 （火） 協議・現地調査

29 17 日 （水） 協議・現地調査

30 18 日 （木） 協議・現地調査

31 19 日 （金） 協議・現地調査

32 20 日 （土） 協議（MTI、その他関係機関）

33 21 日 （日） 協議資料作成（環境社会配慮）

34 22 日 （月）
協議議事録署名（環境社会配

慮）

35 23 日 （火）
報告書作成・補足資料収集・

報告（JICA、EOJ)

36 24 日 （水）
移動

（Managua→Houston） CO
1775

37 25 日 （木）
移動

（Houston→成田） CO 0007

38 26 日 （金） 移動（国内）

ニカラグア国マナグア～エル・ラマ間橋梁架け替え計画準備調査（現地調査）

09:00 JICA表敬
10:30 運輸インフラ省表敬
17:00 再委託協議

報告（JICA,EOJ)

技術協議

報告（JICA,EOJ)

08:00 MD署名・JICA協議
11:00 積算資料収集・資料整理

08:00 MD署名・JICA協議
16:00 大使館報告

資料整理・団内打ち合わせ

現地調査

現地調査

08:30 JICA事務所協議
10:00 [ニ]国外務省

11:00 運輸インフラ省表敬
14:00 EOJ表敬

移動
（Houston→成田） CO 0007

移動
（Houston→成田） CO 0007

協力範囲・設計条件・橋梁形式

移動
（Managua→Houston） CO 1775

移動
（Managua→Houston） CO 1775

移動（国内）

No. 月日
JICA

業務主任/
橋梁計画・交通計画

橋梁設計II/
既存橋健全度調査・評

価

自然条件調査
（水理・水文）

環境社会配慮
副業務主任/橋梁設計

Ⅰ

MD協議（運輸インフラ省（MTI)）
資料整理

MD協議（運輸インフラ省（MTI)）
資料整理

移動（国内）

現地調査（再委託成果確認）

移動
（成田→Houston） CO 006

（Houston→Managua）　CO1774

通訳（西語）施工計画・積算
自然条件調査
（地形・地質）
/道路設計

団内打ち合わせ、再委託契約締結 団内打ち合わせ、再委託契約締結

08:30 現地調査（MTI職員同行）

08:30 現地調査

08:30 現地調査（MTI職員同行）

移動
（成田→Houston） CO 006

（Houston→Managua）　CO1774

09:00 JICA表敬
10:30 運輸インフラ省表敬
17:00 再委託協議

 



 

 

北口　喜教 五瀬　伸吾 渡邊　亮平 山川　清利

1 7月 29 (木) －

2 30 (金) －

3 31 (土) －

4 8月 1 (日)
移動（成田⇒ヒューストン）CO 006、
（ヒューストン⇒マナグア）CO 1774

5 2 (月)

6 3 (火)

7 4 (水)

8 5 (木)

9 6 (金)

10 7 (土)

ニカラグア国マナグア～エル・ラマ間橋梁架け替え計画準備調査
（概略設計概要書の現地説明・協議）

月日No.

移動（ヒューストン⇒成田）CO 007

⇒成田着

団内会議

運輸インフラ省協議、JICA事務所打合せ

運輸インフラ省協議

ミニッツ署名、PM：日本大使館報告

移動（マナグア⇒ヒューストン）CO 1775

副業務主任/橋梁設計Ⅰ

9:00 JICA表敬、10:30 運輸インフラ省表敬、PM 運輸インフラ省協議

現地調査

移動（成田⇒ヒューストン）CO 006、（ヒューストン⇒マナグア）CO 1774

計画管理 業務主任／橋梁計画／交通計画 通訳（西語）

 

 

 

 



 

 

資料 3. 関係者（面会者）リスト 
 



 

 

 

関係者（面会者）リスト 

 

運輸・インフラ省 (Ministerio De Transporte E Infraestructura: MTI) 

Ing. Pablo Fernando Martínez Espinoza 大臣  

(Ministro) 

Ing.Fernando Valle Dávila 次官  

(Vice-Ministro) 

Ing. José Ernesto Téllez 計画局長  

(Director General de Planificación) 

Ing. Mariela Adriana Salazar Cerda プロジェクト管理者  

(DGP)) 

Ing. Joaquín Guevara 技術調査責任者  

(Responsable de estudios técnicos) 

Ing. Rafael Alvarado 橋梁室長  

(Responsable de la unidad de puentes) 

Ing. Miguel Navarro 予備投資課長  

(Director de Pre-inversión) 

Ing.Douglas Méndez 道路管理課長  

(Director de Administración Vial) 

Lic. Nelda Hernández 計画局長代理  

(Directora de Planificación Interina) 

地域建設公社 (Corporación de Empresas Regionales de la Construcción: COERCO)  

建設公社 (Empresa Integral de la Construcción “Manuel Escobar Pereira”：EICMEP) 

Ing. Rodolfo Zapata Bendaña 社長  

(Gerente General) 

外務省 (MREX) 

Lic.Valdrack Jaenstchk 次官・対外協力長官 

(Vice-Ministro Secretario de Cooperación 
Externa) 

Lic.Oscar Mazier Arando アフリカ・中東課長  

(Responsable para Africa, y Medio Oriente)

Lic.AuxiliadoraVindel 協力課長  

(Directora de Cooperación para Asia, Africa 
y Oceania) 

Lic.Jadira Iveth Galán Alvarado アジア・アフリカ・オセアニア局協力専門家 

(Especialista de CooperacióｎDir.Gral.de 
Asia, Africa y Oceania) 



 

 

 

コリント港 

Lic. Azarias Gallo 港湾次長  

(Vice-Gerente) 

Lic.Claudia Isabel Tapia 計画課長  

(Jefa de Planificación) 

Ing.Roberto G. Pérez Urbina 情報課長  

(Responsable de Informática) 

Lic.María Soraya Dubon Ramírez 広報担当  

(Relaciones Públicas) 

Sr. Ernesto Mendoza 警備担当  

(Seguridad de Puerto) 

エル・ラマ港 

Sr. Henry Usaga 保安担当  

(Encargado de seguridad) 

水道公社  (ENACAL) 

Ing. Norllyn Obando López 業務課長  

(Vicegerencia de Operaciones) 

  

在ニカラグア日本国大使館  

斎藤 伸一 特命全権大使 

渕上 隆 参事官 

進藤 雄一朗 二等書記官 

小西 洋一 アドバイザー 

  

  

 



 

 

資料 4.(1) 討議議事録（M/D） 

2010 年 2 月 26 日 
 

 

 

 





























 
ニカラグア共和国マナグア～エル･ラマ間橋梁架け替え計画 

準備調査 
協議議事録 

 
 

日本国政府はニカラグア共和国政府の要請に基づき「マナグア～エル･ラマ間橋梁架け替え計

画」（以下「計画」という）に関する準備調査の実施を決定し、その実施を国際協力機構（以

下「JICA」という）に委託した。 
JICA は、JICA 経済基盤開発部運輸交通情報通信第三課長梅永哲を団長とする準備調査団

（以下「調査団」という）を 2010 年 2 月 17 日から 3 月 24 日までニカラグア共和国（以下「ニ

カラグア」という）に派遣し、同国政府関係者と協議するとともに現地調査を実施した。 
協議および現地調査の結果、双方は付属書に記述された主要事項について確認した。 
調査団は調査を継続し、準備調査報告書を作成する。 

 
2010 年 2 月 26 日 マナグア 

 
 
 
 
 
                 
 日本国                    ニカラグア共和国 
 国際協力機構                 運輸インフラ省 
 準備調査団団長     次官 
 梅永 哲      Ing. Fernando Valle Dávila 
 
 
              
       ニカラグア共和国 
       外務省 
       副大臣、対外協力次官 
        Lic. Valdrack Jaenstchke 



 
付 属 書 

 
１．計画の目的 

本計画は、太平洋側と大西洋側を結ぶ国内幹線道路であるマナグア～エル・ラマ間及び

国際幹線道路である大西洋輸送回廊上の4橋梁を架け替えることによって、同道路の安全・

円滑な交通を確保し、人・物・サービスの流れを促進し、同国の経済発展に寄与することを

目的とする。 
 
２．調査対象地域 

 本計画の調査対象地域は、別添１に示す通りである。 
 
３．主管官庁および実施機関 

 本計画の主管官庁及び実施機関は運輸インフラ省である。運輸インフラ省の組織図は別

添 2 に示す通りである。 
 
４．ニカラグア政府からの要請内容 

調査団と協議の結果、ニカラグア側は、橋梁の構造的安全性にかかる改修の緊急度及び

交通機能性を勘案し、以下の優先順位からなる橋梁架け替えの要請を行った。 
（１） ラ･トンガ橋（橋長：約100m）及び取り付け道路 

（２） ラス･バンデラス橋（橋長：約100m）及び取り付け道路 

（３） テコロステ橋（橋長：約100m）及び取り付け道路 

（４） クイサラ橋（橋長：約50m）及び取り付け道路 

  

JICAは上記要請に関して、日本国による無償資金協力事業としての妥当性、必要性及び

緊急性を検証し、日本国政府に報告する。 
 
５．無償資金協力スキーム 

 調査団は、別添 3 に示した日本の無償資金協力スキームおよび別添 4 に示した日本およ

びニカラグア国政府による主な負担事項の内容を説明し、ニカラグア側はこれを理解し

た。 
 
６．調査予定 

（１）調査団のコンサルタント団員は引き続き2010 年 3月 24日までニカラグア国における現

地調査を継続する。 

（２）JICA は概略設計概要書を西語で作成し、その説明調査団を 2010 年 7 月下旬にニカラグ

ア国に派遣する。 

（３）概略設計概要書の内容がニカラグア政府により概ね了承されれば、JICAは最終報告書を

作成し、2010年 9月末を目処にニカラグア側に送付する。 
 
７．環境社会配慮 
（１）ニカラグア側は、別添 5「環境社会配慮に係るニカラグア国による実施事項および期限」

に従って、必要な手続きを完了することを了承した。 
 
８．その他協議事項 
（１）ニカラグア側は、調査団の滞在中、カウンターパート 3 名を配置することを了承した。 
（２）ニカラグア側は、調査に必要な関連資料、情報を提供すること、調査団が手交した質問



票の回答を順次提供し、2010 年 3 月 12 日までに完了することを約束した。 
（３）ニカラグア側は、調査団の安全確保のために適切かつ必要と判断されるあらゆる措置を

とることを約束した。 
（４）ニカラグア側は、適切な調査実施のために写真撮影や立ち入り禁止区域への立ち入りが

必要な場合、可能な限り便宜を図ることを約束した。 
（５）両者は、本案件が日本側により実施される場合は、2005 年 8 月にニカラグア国内で承認

された「財政管理・予算法（第 550 号）」並びに関連規則に従い、ニカラグア側が必要な

手続きを取ることを確認した。 
（６）ニカラグア側は、プロジェクトによって建設される橋梁の維持管理に必要な予算と人員

を確保することを約束した。 
（７）ニカラグア側は、ラ・トンガ橋の対傾構が破損していることを認識し、早急に補修に着

手することを約束した。 
 

以上 
 
 

別添： １．調査対象地域地図 
    ２．運輸インフラ省組織図 
    ３．日本の無償資金協力スキーム 
    ４．日本・被援助国政府による主な負担事項 
    ５．環境社会配慮に係るニカラグア国による実施事項および期限 
 



 
環境社会配慮に係るニカラグア国による実施事項および期限 

 
実施事項 期 限 日本側の支援 

１ 用地確保、住民移転、障害物の撤

去、用地借用に係る地権者等からの

基本合意の取得 

2010年7月中旬まで

（概略設計概要書説

明調査団来訪前） 

2010 年 5 月中旬までにニカラグ

ア国側に対象位置を報告 

２ PAPs への情報公開 

 

2010年7月下旬まで

 

2010 年 6 月上旬までにニカラグ

ア国側にプロジェクト概要を報

告 

３ ・ ECC の取得*（MARENA 関連）

・ MARENA 以外の必要な環境関

係の許認可の取得 

2010 年 8 月末まで 

 

2010 年 6 月下旬にニカラグア国

側での手続きに必要な関連情報

を提出 

４ 電線、配水管、電話線の移設 入札日まで 詳細設計承認時に対象の電線、

配水管、電話線について報告 

５ 用地確保、住民移転、障害物の撤去 入札日まで 詳細設計に対象位置を明示 

*：EIA が必要な場合 

 

別添-5 



 

 

資料 4.(2) 討議議事録（M/D） 

2010 年 8 月 4 日 



























 
ニカラグア共和国マナグア～エル･ラマ間橋梁架け替え計画 

準備調査（概略設計概要説明） 
協議議事録 

 
2010 年 2 月、国際協力機構（JICA）は、「マナグア～エル･ラマ間橋梁架け

替え計画」（以下、「計画」という）にかかる準備調査団をニカラグア共和国

（以下、「ニカラグア」という）に派遣し、ニカラグア国政府との協議、現地

調査及び日本国内における技術解析に基づき、協力準備調査報告書（案）を作

成した。 
上記協力準備調査報告書（案）の内容についてニカラグア政府関係者に説明

し協議を行うため、JICA は JICA ニカラグア駐在員事務所長 石川剛生を団長

とする概略設計概要説明調査団（以下、「調査団」という）を 2010 年 7 月 29
日から 8 月 5 日までニカラグアに派遣した。 
 協議の結果、双方は付属書に記述された主要事項について確認した。 
 

2010 年 8 月 4 日 マナグア 
 

 
 
 
 
                     
 日本国                ニカラグア共和国 
 国際協力機構             運輸インフラ省 
 概略設計概要説明調査団団長    大臣 
 石川 剛生         Ing. Fernando Martinez Espinoza  
 
 
                 
          ニカラグア共和国 
          外務省 
          副大臣、対外協力次官 
           Lic. Valdrack Jaenstchke 



付属書 

１．ドラフトレポートの内容 

 ニカラグア側は、調査団により説明された協力準備調査報告書（案）の内容

について原則同意し、了承した。 

 

２．日本の無償資金協力スキーム 

 ニカラグア側は日本の無償資金協力のスキームと 2010 年 2 月 26 日に両者に

より署名された協議議事録（M/D）の別添 4に記載されたニカラグア国側が実施

すべき必要な措置を了解している。 

 

３．今後の調査予定 

 JICA は、合意された内容を元に最終報告書を西語で作成し、2010 年 10 月末

までにニカラグア側に送付する。 

 

４．概略事業費 

 両者は、別添 1 に示すプロジェクトの概略事業費について、本プロジェクト

に係る全ての契約が締結されるまで、第三者に開示してはならないことを合意

した。 

 

５．その他 

（１）両者は、環境社会配慮に係る手続きについて、別添 2 および別添 3 のと

おり確認した。ニカラグア側は、環境に関する法律に則り必要な手続き

を行うことを約束した。 

 

（２）ニカラグア側は、各橋梁の建設及び取り付け道路の建設に必要な用地取

得、用地借用、住民移転、障害物の撤去に関し、土地所有者等からの合

意文書を早急に取り付け、2010 年 8 月末日までに JICA ニカラグア駐在員

事務所に送付することを約束した。 

 

（３）ニカラグア側は、本プロジェクトに係る環境許認可及び SNIP（国家公共

投資システム）の許可を 2010 年 8月末日までに取得することを約束した。 

 

（４）ニカラグア側は、プロジェクトによって建設された橋梁の維持管理につ

いて協力準備調査報告書（案）に記載された内容を理解し、必要な予算

と人員を確保することを約束した。 

 



（５）両者は、本案件が日本側により実施される場合は、2005 年 8 月にニカラ

グア国内で承認された「財政管理・予算法（第 550 号）」並びに関連規

則に従い、ニカラグア側が必要な手続きを取ることを確認した。 

 

（６）ニカラグア側は、ラス・バンデラス橋の迂回路として、MTI が保有するベ

イリー橋（64m 分）を無償で貸与することを約束した。 

 

別添：１．対象橋梁位置図 

２．プロジェクト概算事業費 

   ３．環境社会配慮にかかるチェックリスト  

４．環境社会配慮に係るニカラグア国による実施事項及び期限 

    



 
別
添
 

1 

対
 

象
 

橋
 

梁
 

位
 

置
 

図
 



 
 

別添２ 

 

プロジェクトコスト 

 

（１）日本の無償資金協力により負担される費用 

項 目   概算事業費（百万円） 

下部工 

上部工 

取付道路工／護岸工 
施設建設 橋梁建設 

仮設工 

1,804 

実施設計・施工監理 134 

合 計 1,938 

 

（２）「ニ」国によって負担される費用 

78.013万米ドル（約71.273百万円） 

 ラス・バンデラス橋 テコロストーテ橋 ラ・トンガ橋 合計 

① 銀行手数料  - (-)  - (-)  - (-)  4.235 (3.869)

② 用地取得・ 

家屋移転 
 7.500 (6.852)  2.327 (2.126)  7.234 (6.609)  17.061 (15.587)

③ 通信の移設  1.010 (0.923)  1.519 (1.388)  1.519 (1.388)  4.048 (3.698)

④ 電柱･電線の 

移設 
 1.430 (1.306)  2.150 (1.964)  2.150 (1.964)  5.730 (5.235)

⑤ 水道の移設  5.450 (4.979)  0.000 (0.000)  13.625* (12.448*)  19.075 (17.427)

⑥ バス停留所 

建屋の復旧 
 0.250 (0.228)  0.250 (0.228)  0.000 (0.000)  0.500 (0.457)

⑦ 既設橋撤去  - (-)  - (-)  27.364* (25.000*)  27.364 (25.000)

合 計  15.640 (14.288)  6.246 (5.706)  51.892 (47.409)  78.013 (71.273)

注）*：本協力対象事業の完了後に必要となる負担経費 

 

注 

(1) 上記表に示す概略事業費は暫定的なものであり、無償資金協力事業の承認のため、日本国政府

により今後検討されることになる。 

(2) 為替交換レートは１米ドル＝91.36円であり、対象協力事業の総事業費である2,010百万円は約

22,000千米ドルとなる。 

 
 

CONFIDENTIAL 



環
境

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
：

１
５

．
道

路
・

鉄
道

（
1
）

分 類
環

境
項

目
主

な
チ

ェ
ッ

ク
事

項
環

境
配

慮
確

認
結

果

(
1
)
E
I
A
お

よ
び

環
境

許
認

可

①
 
環

境
影

響
評

価
報

告
書

（
E
I
A
レ

ポ
ー

ト
)
等

は
作

成
済

み
か

。
②

 
E
I
A
レ

ポ
ー

ト
等

は
当

該
国

政
府

に
よ

り
承

認
さ

れ
て

い
る

か
。

③
 
E
I
A
レ

ポ
ー

ト
等

の
承

認
は

無
条

件
か

。
付

帯
条

件
が

あ
る

場
合

は
、

そ
の

条
件

は
満

た
さ

れ
る

か
。

④
 
上

記
以

外
に

、
必

要
な

場
合

に
は

現
地

の
所

管
官

庁
か

ら
の

環
境

に
関

す
る

許
認

可
は

取
得

済
み

か
。

ニ
カ

ラ
グ

ア
の

環
境

評
価

シ
ス

テ
ム

は
3
つ

の
カ

テ
ゴ

リ
ー

に
分

類
さ

れ
て

い
る

。
カ

テ
ゴ

リ
ー

1
は

環
境

に
重

大
な

負
の

影
響

を
与

え
る

可
能

性
の

あ
る

事
業

、
カ

テ
ゴ

リ
ー

2
は

カ
テ

ゴ
リ

ー
1
よ

り
も

比
較

的
規

模
の

小
さ

い
事

業
で

あ
る

も
の

の
、

環
境

に
重

大
な

影
響

を
お

よ
ぼ

す
可

能
性

の
あ

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

対
象

と
な

っ
て

い
る

。
上

記
カ

テ
ゴ

リ
ー

1
と

2
は

事
業

者
に

E
I
A
の

実
施

を
義

務
づ

け
て

い
る

。
カ

テ
ゴ

リ
ー

3
は

カ
テ

ゴ
リ

ー
2
よ

り
も

さ
ら

に
小

さ
な

規
模

の
事

業
を

対
象

と
し

、
E
I
A
よ

り
も

簡
易

な
環

境
管

理
計

画
（

P
r
o
g
r
a
m
a

d
e

G
e
s
t
i
o
n

A
m
b
i
e
n
t
a
l
）

を
作

成
す

る
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

本
件

は
橋

梁
の

架
け

替
え

事
業

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

環
境

省
（

M
A
R
E
N
A
）

は
特

に
周

辺
の

自
然

や
社

会
環

境
面

に
大

き
な

影
響

を
お

よ
ぼ

す
も

の
で

は
な

く
、

上
記

い
ず

れ
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

も
あ

て
は

ま
ら

な
い

と
判

断
し

、
本

件
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

関
連

自
治

体
（

市
）

の
環

境
許

可
を

求
め

る
よ

う
事

業
実

施
体

（
M
T
I
）

に
通

知
を

出
し

て
お

り
、

M
T
I
は

自
治

体
か

ら
の

許
可

(
ラ

ス
バ

ン
デ

ラ
ス

橋
：

2
0
1
0
年

6
月

2
5
日

、
テ

コ
ロ

ス
ト

ー
テ

橋
：

2
0
1
0
年

6
月

2
9
日

、
ラ

・
ト

ン
ガ

橋
：

2
0
1
0
年

7
月

1
2
日

）
を

取
得

済
み

で
あ

る
。

な
お

、
土

取
場

の
採

掘
許

可
お

よ
び

伐
採

の
許

可
に

つ
い

て
は

、
8
月

末
ま

で
に

取
得

予
定

。

(
2
)
地

域
住

民
へ

の
説

明

①
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

内
容

お
よ

び
影

響
に

つ
い

て
、

情
報

公
開

を
含

め
て

地
域

住
民

に
適

切
な

説
明

を
行

い
、

理
解

を
得

る
か

。
②

 
住

民
お

よ
び

所
管

官
庁

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
に

対
し

て
適

切
に

対
応

さ
れ

る
か

。

①
 
公

聴
会

は
こ

れ
ま

で
に

、
ラ

ス
・

バ
ン

デ
ラ

ス
で

5
回

（
う

ち
事

前
調

査
で

1
回

）
、

ラ
・

ト
ン

ガ
で

3
回

、
テ

コ
ロ

ス
ト

テ
で

2
回

（
う

ち
事

前
調

査
で

1
回

）
実

施
さ

れ
て

お
り

、
本

事
業

に
対

し
て

住
民

の
理

解
は

得
ら

れ
て

い
る

。
②

 
住

民
か

ら
要

望
で

あ
る

ハ
ン

プ
や

簡
易

洗
濯

場
の

設
置

等
、

こ
れ

ま
で

は
適

切
に

対
応

さ
れ

て
い

る
。

(
1
)
大

気
質

①
 
通

行
車

両
等

か
ら

排
出

さ
れ

る
大

気
汚

染
物

質
に

よ
る

影
響

は
な

い
か

。
当

該
国

の
環

境
基

準
は

満
足

さ
れ

る
か

。
②

 
ル

ー
ト

付
近

に
大

気
汚

染
を

も
た

ら
す

工
場

地
帯

が
既

に
あ

る
場

合
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

り
更

に
大

気
汚

染
が

悪
化

し
な

い
か

。

①
 
工

事
が

大
規

模
な

も
の

で
な

い
た

め
、

大
気

汚
染

へ
の

影
響

は
最

小
限

に
留

ま
る

。
②

 
当

該
工

場
は

存
在

し
な

い
。

(
2
)
水

質

①
 
盛

土
部

、
切

土
部

等
の

表
土

露
出

部
か

ら
の

土
壌

流
出

に
よ

っ
て

下
流

水
域

の
水

質
が

悪
化

し
な

い
か

。
②

 
路

面
か

ら
の

流
出

排
水

が
地

下
水

等
の

水
源

を
汚

染
し

な
い

か
。

③
 
駅

・
パ

ー
キ

ン
グ

/
サ

ー
ビ

ス
エ

リ
ア

等
か

ら
の

排
水

は
当

該
国

の
排

出
基

準
を

満
足

す
る

か
。

ま
た

、
排

出
に

よ
り

当
該

国
の

環
境

基
準

を
満

足
し

な
い

水
域

が
生

じ
な

い
か

。

①
 
水

質
悪

化
に

対
し

て
、

p
H
・

S
S
（

浮
遊

物
質

）
・

B
O
D
・

水
温

・
濁

度
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
。

②
 
路

面
か

ら
の

流
出

排
水

に
よ

る
地

下
水

へ
の

影
響

は
な

い
。

③
 
駅

、
パ

ー
キ

ン
グ

エ
リ

ア
等

の
施

設
は

本
件

に
含

ま
れ

て
い

な
い

。

(
3
)
騒

音
・

振
動

①
 
通

行
車

両
や

鉄
道

に
よ

る
騒

音
・

振
動

は
当

該
国

の
基

準
を

満
足

す
る

か
。

①
 
工

事
中

の
騒

音
・

振
動

を
低

減
す

る
た

め
に

、
止

水
矢

板
の

打
ち

込
み

に
無

騒
音

・
無

振
動

の
圧

入
工

法
を

採
用

し
た

。
ま

た
、

当
該

国
に

騒
音

・
振

動
に

関
す

る
基

準
が

な
い

た
め

,
国

際
的

な
基

準
に

準
拠

す
る

。

１ 許 認 可 ・ 説 明 ２ 汚 染 対 策

注
１

）
　

表
中

『
当

該
国

の
基

準
』

に
つ

い
て

は
、

国
際

的
に

認
め

ら
れ

た
基

準
と

比
較

し
て

著
し

い
乖

離
が

あ
る

場
合

に
は

、
必

要
に

応
じ

対
応

策
を

検
討

す
る

。
当

該
国

に
お

い
て

現
在

規
制

が
確

立
さ

れ
て

い
な

い
項

目
に

つ
い

て
は

、
当

該
国

以
外

（
日

本
に

お
け

る
経

験
も

含
め

て
）

の
適

切
な

基
準

と
の

比
較

に
よ

り
検

討
を

行
う

。
注

２
）

　
環

境
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
あ

く
ま

で
も

標
準

的
な

環
境

チ
ェ

ッ
ク

項
目

を
示

し
た

も
の

で
あ

り
、

事
業

お
よ

び
地

域
の

特
性

に
よ

っ
て

は
、

項
目

の
削

除
ま

た
は

追
加

を
行

う
必

要
が

あ
る

。



環
境

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
：

１
５

．
道

路
・

鉄
道

（
2
）

分 類
環

境
項

目
主

な
チ

ェ
ッ

ク
事

項
環

境
配

慮
確

認
結

果

(
1
)
保

護
区

①
 
サ

イ
ト

は
当

該
国

の
法

律
・

国
際

条
約

等
に

定
め

ら
れ

た
保

護
区

内
に

立
地

し
て

い
な

い
か

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

保
護

区
に

影
響

を
与

え
な

い
か

。
①

 
当

該
国

の
保

護
区

に
立

地
し

て
い

な
い

。

(
2
)
生

態
系

①
 
サ

イ
ト

は
原

生
林

、
熱

帯
の

自
然

林
、

生
態

学
的

に
重

要
な

生
息

地
（

珊
瑚

礁
、

マ
ン

グ
ロ

ー
ブ

湿
地

、
干

潟
等

）
を

含
ま

な
い

か
。

②
 
サ

イ
ト

は
当

該
国

の
法

律
・

国
際

条
約

等
で

保
護

が
必

要
と

さ
れ

る
貴

重
種

の
生

息
地

を
含

ま
な

い
か

。
③

 
生

態
系

へ
の

重
大

な
影

響
が

懸
念

さ
れ

る
場

合
、

生
態

系
へ

の
影

響
を

減
ら

す
対

策
は

な
さ

れ
る

か
。

④
 
野

生
生

物
及

び
家

畜
の

移
動

経
路

の
遮

断
、

生
息

地
の

分
断

、
動

物
の

交
通

事
故

等
に

対
す

る
対

策
は

な
さ

れ
る

か
。

⑤
 
道

路
が

出
来

た
こ

と
に

よ
っ

て
、

開
発

に
伴

う
森

林
破

壊
や

密
猟

、
砂

漠
化

、
湿

原
の

乾
燥

等
は

生
じ

な
い

か
。

外
来

種
（

従
来

そ
の

地
域

に
生

息
し

て
い

な
か

っ
た

）
、

病
害

虫
等

が
移

入
し

、
生

態
系

が
乱

さ
れ

な
い

か
。

こ
れ

ら
に

対
す

る
対

策
は

用
意

さ
れ

る
か

。
⑥

 
未

開
発

地
域

に
道

路
を

建
設

す
る

場
合

、
新

た
な

地
域

開
発

に
伴

い
自

然
環

境
が

大
き

く
損

な
わ

れ
な

い
か

。

①
 
生

態
学

的
に

重
要

な
生

息
地

は
含

ま
れ

て
い

な
い

。
②

 
貴

重
種

の
生

息
地

は
含

ま
れ

て
い

な
い

。
③

 
①

と
②

の
理

由
に

よ
り

対
策

の
必

要
は

な
い

。
④

 
工

事
期

間
中

の
迂

回
路

を
確

保
す

る
こ

と
に

よ
り

、
牛

を
は

じ
め

と
す

る
家

畜
の

移
動

経
路

の
遮

断
、

交
通

事
故

対
策

は
な

さ
れ

る
。

⑤
 
本

件
は

新
設

道
路

建
設

で
は

な
い

た
め

、
指

摘
さ

れ
る

負
の

影
響

は
考

え
ら

れ
な

い
。

⑥
 
未

開
発

地
域

で
の

道
路

建
設

で
は

な
い

た
め

、
自

然
環

境
へ

の
負

の
影

響
は

な
い

。

(
3
)
水

象
①

 
地

形
の

改
変

や
ト

ン
ネ

ル
等

の
構

造
物

の
新

設
が

地
表

水
、

地
下

水
の

流
れ

に
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

か
。

①
 
河

川
の

流
下

に
影

響
し

な
い

よ
う

に
径

間
長

と
橋

脚
位

置
を

計
画

す
る

こ
と

に
よ

り
、

河
川

流
下

に
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

に
配

慮
し

た
。

(
4
)
地

形
・

地
質

①
 
ル

ー
ト

上
に

土
砂

崩
壊

や
地

滑
り

が
生

じ
そ

う
な

地
質

の
悪

い
場

所
は

な
い

か
。

悪
い

場
合

は
工

法
等

で
適

切
な

処
置

が
考

慮
さ

れ
る

か
。

②
 
盛

土
、

切
土

等
の

土
木

作
業

に
よ

っ
て

、
土

砂
崩

壊
や

地
滑

り
は

生
じ

な
い

か
。

土
砂

崩
壊

や
地

滑
り

を
防

ぐ
た

め
の

適
切

な
対

策
が

考
慮

さ
れ

る
か

。
③

 
盛

土
部

、
切

土
部

、
土

捨
て

場
、

土
砂

採
取

場
か

ら
の

土
壌

流
出

は
生

じ
な

い
か

。
土

砂
流

出
を

防
ぐ

た
め

の
適

切
な

対
策

が
な

さ
れ

る
か

。

①
 
地

質
の

悪
い

場
所

は
特

に
な

い
。

②
 
盛

土
の

斜
面

勾
配

を
適

切
に

設
定

す
る

。
場

合
に

よ
り

、
法

面
防

護
を

実
施

す
る

。
③

 
土

砂
採

取
場

は
環

境
省

お
よ

び
エ

ネ
ル

ギ
ー

鉱
山

省
か

ら
採

掘
許

可
を

得
た

後
、

土
砂

流
出

防
止

の
対

策
を

講
じ

る
。

３ 　 自 　 然 　 環 　 境

注
１

）
　

表
中

『
当

該
国

の
基

準
』

に
つ

い
て

は
、

国
際

的
に

認
め

ら
れ

た
基

準
と

比
較

し
て

著
し

い
乖

離
が

あ
る

場
合

に
は

、
必

要
に

応
じ

対
応

策
を

検
討

す
る

。
当

該
国

に
お

い
て

現
在

規
制

が
確

立
さ

れ
て

い
な

い
項

目
に

つ
い

て
は

、
当

該
国

以
外

（
日

本
に

お
け

る
経

験
も

含
め

て
）

の
適

切
な

基
準

と
の

比
較

に
よ

り
検

討
を

行
う

。
注

２
）

　
環

境
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
あ

く
ま

で
も

標
準

的
な

環
境

チ
ェ

ッ
ク

項
目

を
示

し
た

も
の

で
あ

り
、

事
業

お
よ

び
地

域
の

特
性

に
よ

っ
て

は
、

項
目

の
削

除
ま

た
は

追
加

を
行

う
必

要
が

あ
る

。



環
境
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ッ
ク

リ
ス

ト
：

１
５

．
道

路
・

鉄
道
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3
）

分 類
環

境
項

目
主

な
チ

ェ
ッ

ク
事

項
環

境
配

慮
確

認
結

果

(
1
)
住

民
移

転

①
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に
伴

い
非

自
発

的
住

民
移

転
は

生
じ

な
い

か
。

生
じ

る
場

合
は

、
移

転
に

よ
る

影
響

を
最

小
限

と
す

る
努

力
が

な
さ

れ
る

か
。

②
 
移

転
す

る
住

民
に

対
し

、
移

転
前

に
移

転
・

補
償

に
関

す
る

適
切

な
説

明
が

行
わ

れ
る

か
。

③
 
住

民
移

転
の

た
め

の
調

査
が

な
さ

れ
、

正
当

な
補

償
、

移
転

後
の

生
活

基
盤

の
回

復
を

含
む

移
転

計
画

が
立

て
ら

れ
る

か
。

④
 
移

転
住

民
の

う
ち

特
に

女
性

､
子

供
､
老

人
､
貧

困
層

､
少

数
民

族
・

先
住

民
族

等
の

社
会

的
弱

者
に

適
切

な
配

慮
が

な
さ

れ
た

計
画

か
。

⑤
 
移

転
住

民
に

つ
い

て
移

転
前

の
合

意
は

得
ら

れ
る

か
。

⑥
 
住

民
移

転
を

適
切

に
実

施
す

る
た

め
の

体
制

は
整

え
ら

れ
る

か
。

十
分

な
実

施
能

力
と

予
算

措
置

が
講

じ
ら

れ
る

か
。

⑦
 
移

転
に

よ
る

影
響

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

計
画

さ
れ

る
か

。

①
 
ラ

ス
・

バ
ン

デ
ラ

ス
橋

に
お

い
て

、
桁

高
が

低
く

で
き

る
橋

梁
形

式
を

選
定

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

非
自

発
的

住
民

移
転

を
最

小
と

し
た

。
そ

の
結

果
、

R
O
W
を

不
法

占
拠

し
て

い
る

雑
貨

店
・

カ
フ

ェ
3
箇

所
、

物
置

小
屋

1
箇

所
、

雨
量

観
測

所
1
箇

所
の

計
5
箇

所
が

移
転

対
象

と
な

る
。

他
の

2
橋

に
つ

い
て

は
住

民
移

転
は

な
い

。
②

 
事

業
実

施
体

お
よ

び
関

連
自

治
体

に
よ

り
2
0
1
0
年

3
月

1
8
日

、
2
0
1
0
年

4
月

1
4
日

、
2
0
1
0
年

6
月

2
3
日

に
適

切
な

説
明

が
行

わ
れ

た
。

③
 
事

業
実

施
体

お
よ

び
関

連
自

治
体

に
よ

り
住

民
の

た
め

の
移

転
計

画
が

立
案

さ
れ

る
予

定
。

④
 
移

転
対

象
住

民
に

社
会

的
弱

者
は

い
な

い
。

⑤
 
公

聴
会

に
よ

り
基

本
的

な
合

意
は

得
ら

れ
て

い
る

。
⑥

 
事

業
実

施
体

と
関

連
自

治
体

と
の

連
携

体
制

は
整

っ
て

い
る

。
住

民
移

転
に

係
る

適
切

な
予

算
措

置
が

講
じ

ら
れ

る
。

⑦
 
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

対
象

と
な

っ
て

い
る

。

(
2
)
生

活
・

生
計

①
 
新

規
開

発
に

よ
り

鉄
道

、
道

路
が

設
置

さ
れ

る
場

合
、

既
存

の
交

通
手

段
や

そ
れ

に
従

事
す

る
住

民
の

生
活

へ
の

影
響

は
な

い
か

。
ま

た
、

土
地

利
用

・
生

計
手

段
の

大
幅

な
変

更
、

失
業

等
は

生
じ

な
い

か
。

こ
れ

ら
の

影
響

の
緩

和
に

配
慮

し
た

計
画

か
。

②
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

そ
の

他
の

住
民

の
生

活
へ

の
悪

影
響

は
な

い
か

。
必

要
な

場
合

は
影

響
を

緩
和

す
る

配
慮

が
行

わ
れ

る
か

。
③

 
他

の
地

域
か

ら
の

人
口

流
入

に
よ

り
病

気
の

発
生

（
H
I
V
等

の
感

染
症

を
含

む
）

の
危

険
は

な
い

か
。

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
公

衆
衛

生
へ

の
配

慮
は

行
わ

れ
る

か
。

④
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
周

辺
地

域
の

道
路

交
通

に
悪

影
響

は
な

い
か

（
渋

滞
、

交
通

事
故

の
増

加
等

）
。

⑤
 
道

路
・

鉄
道

線
路

に
よ

っ
て

住
民

の
移

動
に

障
害

が
生

じ
な

い
か

。
⑥

 
道

路
構

造
物

(
陸

橋
等

）
に

よ
る

日
照

阻
害

、
電

波
障

害
は

生
じ

な
い

か
。

①
 
既

設
橋

梁
の

架
け

替
え

の
た

め
、

既
存

の
交

通
手

段
や

そ
れ

に
従

事
す

る
住

民
の

生
活

へ
の

影
響

は
な

い
。

ま
た

、
土

地
利

用
・

生
計

手
段

の
大

幅
な

変
更

、
失

業
等

は
生

じ
な

い
。

②
 
住

民
生

活
へ

の
悪

影
響

は
な

い
。

③
 
建

設
期

間
中

は
労

働
者

が
外

部
か

ら
入

り
、

一
部

は
現

地
で

宿
営

す
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
ト

イ
レ

等
を

設
置

し
公

衆
衛

生
に

配
慮

す
る

。
④

 
建

設
期

間
中

は
迂

回
路

を
設

け
る

等
し

て
交

通
に

支
障

を
き

た
さ

な
い

よ
う

に
配

慮
す

る
。

⑤
 
住

民
の

移
動

に
障

害
は

な
い

。
⑥

 
日

照
阻

害
、

電
波

障
害

は
な

い

(
3
)
文

化
遺

産

①
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

、
考

古
学

的
、

歴
史

的
、

文
化

的
、

宗
教

的
に

貴
重

な
遺

産
、

史
跡

等
を

損
な

わ
な

い
か

。
ま

た
、

当
該

国
の

国
内

法
上

定
め

ら
れ

た
措

置
が

考
慮

さ
れ

る
か

。

①
 
当

該
文

化
遺

産
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

地
周

辺
に

は
な

い
。

(
4
)
景

　
観

①
 
特

に
配

慮
す

べ
き

景
観

へ
の

悪
影

響
は

な
い

か
。

 
 
必

要
な

対
策

は
取

ら
れ

る
か

。
①

 
景

観
へ

の
悪

影
響

は
な

い
。

(
5
)
少

数
民

族
、

先
住

民
族

①
 
ル

ー
ト

上
に

少
数

民
族

､
先

住
民

族
が

生
活

し
て

い
る

場
合

、
少

数
民

族
、

先
住

民
族

の
文

化
、

生
活

様
式

へ
の

影
響

を
最

小
と

す
る

配
慮

が
な

さ
れ

る
か

。
②

 
当

該
国

の
少

数
民

族
、

先
住

民
族

の
権

利
に

関
す

る
法

律
が

守
ら

れ
る

か
。

少
数

民
族

、
先

住
民

族
は

い
な

い
。

４ 　 社 　 会 　 環 　 境

注
１

）
　

表
中

『
当

該
国

の
基

準
』

に
つ

い
て

は
、

国
際

的
に

認
め

ら
れ

た
基

準
と

比
較

し
て

著
し

い
乖

離
が

あ
る

場
合

に
は

、
必

要
に

応
じ

対
応

策
を

検
討

す
る

。
当

該
国

に
お

い
て

現
在

規
制

が
確

立
さ

れ
て

い
な

い
項

目
に

つ
い

て
は

、
当

該
国

以
外

（
日

本
に

お
け

る
経

験
も

含
め

て
）

の
適

切
な

基
準

と
の

比
較

に
よ

り
検

討
を

行
う

。
注

２
）

　
環

境
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
あ

く
ま

で
も

標
準

的
な

環
境

チ
ェ

ッ
ク

項
目

を
示

し
た

も
の

で
あ

り
、

事
業

お
よ

び
地

域
の

特
性

に
よ

っ
て

は
、

項
目

の
削

除
ま

た
は

追
加

を
行

う
必

要
が

あ
る

。



環
境

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
：

１
５

．
道

路
・

鉄
道

（
4
）

分 類
環

境
項

目
主

な
チ

ェ
ッ

ク
事

項
環

境
配

慮
確

認
結

果

(
1
)
工

事
中

の
影

響

①
 
工

事
中

の
汚

染
（

騒
音

、
振

動
、

濁
水

、
粉

塵
、

排
ガ

ス
、

廃
棄

物
等

）
に

対
し

て
緩

和
策

が
用

意
さ

れ
る

か
。

②
 
工

事
に

よ
り

自
然

環
境

（
生

態
系

）
に

悪
影

響
を

及
ぼ

さ
な

い
か

。
ま

た
、

影
響

に
対

す
る

緩
和

策
が

用
意

さ
れ

る
か

。
③

 
工

事
に

よ
り

社
会

環
境

に
悪

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

か
。

ま
た

、
影

響
に

対
す

る
緩

和
策

が
用

意
さ

れ
る

か
。

④
 
必

要
に

応
じ

、
作

業
員

等
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

関
係

者
に

対
し

て
安

全
教

育
（

交
通

安
全

・
公

衆
衛

生
等

）
を

行
う

か
。

①
 
工

事
中

の
汚

染
（

騒
音

、
振

動
、

河
川

水
質

、
粉

塵
、

廃
棄

物
等

）
に

対
し

て
、

無
騒

音
・

無
振

動
の

圧
入

工
法

で
止

水
矢

板
を

施
工

す
る

等
の

緩
和

策
を

講
じ

て
い

る
。

橋
脚

建
設

時
に

懸
念

さ
れ

る
ア

ル
カ

リ
性

水
の

流
出

は
釜

場
排

水
に

て
貯

水
槽

へ
配

送
・

貯
水

し
中

世
処

理
後

に
放

流
す

る
。

ま
た

、
水

質
・

廃
棄

物
・

騒
音

・
振

動
・

社
会

環
境

に
つ

い
て

工
事

期
間

中
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
す

る
。

②
 
生

態
系

へ
の

影
響

は
な

い
。

③
 
R
O
W
の

一
部

を
不

法
占

拠
し

て
い

る
住

民
に

対
し

、
移

転
補

償
を

行
う

。
④

 
作

業
員

へ
の

安
全

教
育

（
交

通
安

全
・

公
衆

衛
生

等
）

を
実

施
す

る
。

(
2
)
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

①
 
上

記
の

環
境

項
目

の
う

ち
、

影
響

が
考

え
ら

れ
る

項
目

に
対

し
て

、
事

業
者

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

計
画

・
実

施
さ

れ
る

か
。

②
 
当

該
計

画
の

項
目

、
方

法
、

頻
度

等
は

適
切

な
も

の
と

判
断

さ
れ

る
か

。
③

 
事

業
者

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
（

組
織

、
人

員
、

機
材

、
予

算
等

と
そ

れ
ら

の
継

続
性

）
は

確
立

さ
れ

る
か

。
④

 
事

業
者

か
ら

所
管

官
庁

等
へ

の
報

告
の

方
法

、
頻

度
等

は
規

定
さ

れ
て

い
る

か
。

①
 
M
T
I
が

本
件

実
施

前
中

後
で

、
水

質
（

p
H
、

S
S
（

浮
遊

物
質

）
、

B
O
D
、

水
温

、
濁

度
）

に
つ

い
て

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
そ

の
他

の
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
M
T
I
、

市
、

M
A
R
E
N
A
,
森

林
庁

で
組

織
さ

れ
る

合
同

委
員

会
に

よ
っ

て
実

施
さ

れ
る

。
②

 
ニ

カ
ラ

グ
ア

国
側

の
手

続
き

に
準

じ
て

行
わ

れ
る

た
め

、
適

切
と

判
断

さ
れ

る
。

③
 
①

の
通

り
確

立
さ

れ
る

。
④

 
特

に
規

定
さ

れ
て

い
な

い
。

他
の

環
境

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

参
照

①
 
必

要
な

場
合

は
、

林
業

に
係

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
該

当
チ

ェ
ッ

ク
事

項
も

追
加

し
て

評
価

す
る

こ
と

（
大

規
模

な
伐

採
を

伴
う

場
合

等
）

。
②

 
必

要
な

場
合

に
は

送
電

線
・

配
電

に
係

る
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

の
該

当
チ

ェ
ッ

ク
事

項
も

追
加

し
て

評
価

す
る

こ
と

（
送

変
電

・
配

電
施

設
の

建
設

を
伴

う
場

合
等

）
。

①
 
小

規
模

な
伐

採
の

み
で

、
大

規
模

な
伐

採
は

な
い

。
②

 
送

変
電

・
配

電
の

建
設

は
行

わ
な

い
。

環
境

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
使

用
上

の
注

意

①
 
必

要
な

場
合

に
は

、
越

境
ま

た
は

地
球

規
模

の
環

境
問

題
へ

の
影

響
も

確
認

す
る

。
（

廃
棄

物
の

越
境

処
理

、
酸

性
雨

、
オ

ゾ
ン

層
破

壊
、

地
球

温
暖

化
の

問
題

に
係

る
要

素
が

考
え

ら
れ

る
場

合
等

）

①
 
特

に
な

し

６ 留 意 点５ 　 そ 　 の 　 他

注
１

）
　

表
中

『
当

該
国

の
基

準
』

に
つ

い
て

は
、

国
際

的
に

認
め

ら
れ

た
基

準
と

比
較

し
て

著
し

い
乖

離
が

あ
る

場
合

に
は

、
必

要
に

応
じ

対
応

策
を

検
討

す
る

。
当

該
国

に
お

い
て

現
在

規
制

が
確

立
さ

れ
て

い
な

い
項

目
に

つ
い

て
は

、
当

該
国

以
外

（
日

本
に

お
け

る
経

験
も

含
め

て
）

の
適

切
な

基
準

と
の

比
較

に
よ

り
検

討
を

行
う

。
注

２
）

　
環

境
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

は
あ

く
ま

で
も

標
準

的
な

環
境

チ
ェ

ッ
ク

項
目

を
示

し
た

も
の

で
あ

り
、

事
業

お
よ

び
地

域
の

特
性

に
よ

っ
て

は
、

項
目

の
削

除
ま

た
は

追
加

を
行

う
必

要
が

あ
る

。



別添 4 
 

環境社会配慮に係るニカラグア国による実施事項および期限 
 
 

実施事項 新期限 
 

１ 
 

用地確保、住民移転、障害物の撤去、用

地借用に係る地権者等からの基本合意の

取得 

・ラス・バンデラス橋については、2010 年 6 月

23 日に地権者等からの基本合意を取得済み 
・ラ・トンガ橋、テコロストーテ橋については、

2010 年 8 月末までに、地権者等からの基本合意

を取得する 
 

２ 
 

PAPs への情報公開 
 

本調査において以下の日付で実施済み 
・ラス・バンデラス橋 

2010 年 3 月 18 日、4 月 14 日、4 月 22 日、6
月 23 日 
・テコロストーテ橋 

2010 年 6 月 28 日 
・ラ･トンガ橋 

2010 年 3 月 17 日、4 月 27 日、6 月 22 日 
３ 
 

・本プロジェクトの実施に必要な環境関

係の許認可の取得 
（3 橋梁が位置するティピタパ市、サン

ロレンソ市、ジュイガルパ市からの環境

許認可、土取り場の採掘許可、樹木伐採

の許可） 

・ティピタパ市、サンロレンソ市、ジュイガルパ

市からの許認可は、それぞれ、2010 年 6 月 25
日、6 月 29 日、7 月 12 日に取得済み 
・土取り場の採掘許可及び樹木伐採の許可を

2010 年 8 月末までに取得する 

４ 
 

電線、配水管、電話線の移設 入札手続きの開始前まで 

５ 用地確保、住民移転、障害物の撤去 入札手続きの開始前まで 

 



 

 

資料 4.(3) テクニカルノート 

2010 年 3 月 12 日 



























覚書 
 
 
 

計画準備調査団とニカラグア国実施機関である運輸インフラ省計画局の代表者は、本プロジェク

トの基本設計および実施に関して、別添の Technical Noteに示す項目について合意した。この合

意を基に、調査団は日本国での関係者との協議・解析を実施する。ただし、設計は日本での協議

結果に準ずることとなるため、この合意が全て確約されるものではない。 

なお、本調査の結果については 2010 年７月下旬に予定している概略設計概要説明にて提示す

る。 

  

2010年 3月 12日 マナグア 
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Ing, Joaquin Guevara Arce    Ing, Rafael Alvarado 
運輸インフラ省計画局     運輸インフラ省計画局 
技術調査兼プロジェクト設計室長    橋梁診断・構造評価室長 
 
 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
Ing, Noel Romero  
運輸インフラ省計画局 
環境専門家 



Technical Note 
 
１．準拠基準 

下記の基準に準拠する。この中で、幅員構成や車道幅、線形要素、活荷重は、中央アメリカ

の幾何構造基準、構造設計（耐震設計含む）は日本の示方書に基づく。舗装設計は AASHTO 舗

装設計基準に基づく。その他、AASHTO の関連基準を参考とする。 

 
• 中米地域道路幾何設計指針（2004年） 
• AASHTO舗装設計基準（1993年） 
• 日本道路橋示方書 
• AASHTO基準（交通容量マニュアル等） 
• 日本河川構造令 
• ニカラグア国建設基準 

 
２．幅員構成 

タイプ 1：2車線橋で両側歩道あり 
 
 

 
 
 
 
 
 
タイプ２：2車線橋で片側歩道あり 

 
 
 
 
 
 
 

タイプ３：1車線橋で片側歩道あり 
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1.0
～
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0.2 

1.0
～
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～
1.5 0.2 

4.0m×2 = 8.0m1.2～1.7m 1.2～1.7m 

10.4～11.4m

2.5%2.5%



タイプ４：１車線で歩道なし 
 
 
 
 
 
 
 
 

基本的考え 

• 車道幅員幅、路肩幅及び内側側帯幅は中米幾何構造設計基準の幹線道路に従った。 
• 歩道幅は自転車、歩行者の利用状況によって決定する。 
• 歩道高さは自転車、車椅子利用者などハンディキャップを持った住民や老人に配慮

し、橋面高さと同程度のバリアフリーとする。結果的にマウンドアップタイプより

コンクリート量の低減と死荷重の低減に繋がり、経済的構造となる。 
• トラス橋の歩道は主部材の外側に添架し、建設費の低減を図る。結果的に歩行者を

車道から分離する形となり交通安全性が向上する。 
• AASHTO に従い、60m を超える橋梁部は、路肩幅を取付け道路より狭くする。こ
れ以下の長さの橋梁では取付け道路の路肩幅を橋梁部の路肩幅とする。 

• 歩道幅は、橋梁の取付け道路に歩道がある場合はその幅と整合するようにする。 
 

歩道適用の方針案 

• ラス・バンデラス橋：タイプ１(歩行者、自転車利用者が多く、両側に歩道が必要で
ある。) 

• テコロストーテ橋：タイプ３（下流側：既存橋上流側に歩道があり、両側歩道とな

る。） 
• クイサラ橋：タイプ４（人通りは少なく、歩行者、自転車は道路路肩を利用してい

る。したがって、橋梁部についても路肩を利用できる。） 
• ラ・トンガ橋：タイプ１(歩行者、自転車利用者が多く、両側に歩道が必要である。) 

 
３. 設計条件 
 3.1設計速度 

• 中米設計基準に従い設計速度は、平坦部：80km／ｈ、丘陵地：70km／ｈ、山地部：
60km／ｈとする。 

• 協力対象橋梁が位置する路線は平坦部に相当するため、設計速度 80km／ｈを標準
とする。 

• 市街地部等は前後の設計速度の差が 20km／ｈを超えない範囲で特例値を採用する。
（例えば、前後の設計速度が 80km／ｈの場合は、最大 60km／ｈまで低減できる。） 

• 市街地等において交通安全管理の観点から速度制限をする場合、標識等の必要な施

3.6

4.1m

1.0～1.2m

5.1～5.3m

0.5 
2.5%



設は、現地状況に応じて「ニ」国が自ら設置する。 
 

 3.2橋梁設計 
設計荷重 

• 活荷重：中米設計基準に従い、HS20－44＋25％とする。 
• 設計震度：既往の日本側無償資金協力で建設した橋梁で対象橋梁と同一地域に位置

する橋梁の設計震度を考慮する。 
• 温度変化：設計震度と同じ。 

 

使用材料の強度 

• 既往の日本国無償資金協力で建設した橋梁の材料強度を考慮する。 
 

桁下クリアランス及び建築限界 

• 河川の状況を考慮し、50 年確率高水位に対して 1.0ｍのクリアランスを確保する。
ただし、想定外の洪水を考慮し橋梁上部工の流失防止策を講じる。 
（ハリケーン・ミッチクラス（100～400年確率の洪水）に対して桁下クリアランス
を確保した設計は過大設計である。） 

• 50年確率高水位は現地聞取り調査と水理・水文解析により決定する。 
• ラス・バンデラス橋の左岸側は殆ど流速が無いと予想されることから 50cm 程度と
する。 

• トラス橋を採用する場合の橋門構の路面からの高さは、既存橋の交通による衝突の

状況及び AASHTO基準を参考に最低 5.2mを確保する。 
 

架橋位置及び橋梁形式 

架橋位置及び橋梁形式については日本国における協議・解析により決定する。現時点にお

ける架橋位置については下記の案が有望である。 
• ラス・バンデラス橋：現況位置（2車線橋） 
• テコロストーテ橋：下流側（１車線橋） 
• クイサラ橋：下流側（1車線橋） 
• ラ・トンガ橋：下流側（2車線橋） 

なお、橋梁形式選定に必要な最小スパン長は、河積阻害率 6％以内、洪水時流量及び既存
橋のスパン長を総合的に考慮して決定する。 
橋梁形式の選定に当たっては、取付け道路周辺への影響を極力小さくするよう配慮する。 

 

橋台周り護岸 

• 50年降雨確率高水位までは河川浸食、洗掘に対処した護岸を設置する。 
• 上記の高さ以上は芝張り等の植生で対応する。 

 

 3.3 取付け道路の設計 
幅員構成 

取付け道路の幅員構成は下図を標準とする。 



• 既存取付け道路に歩道がある場合は、既存歩道と同じ仕様の歩道を設置する。 
• 法面等は現地状況に応じて形状を調整する。 
• 法面勾配は１：1.5(高さと横幅の比)を標準とするが、周辺構造物や住民への影響が
大きいと考えられる場合は、石積み擁壁やコンクリート張り、練り石張り等の構造

を考慮し、極力周辺環境への影響を小さくするよう配慮する。 

 
タイプ１：2車線橋の場合 

 
 
 
 
 
 
 

タイプ 2：1車線橋の場合 
 

道路構造・舗装 

• 表層：アスファルトコンクリート 
• 上層路盤：CBR80以上 
• 下層路盤：CBR30以上 

なお、舗装構造(表層、上層・下層路盤の厚さ)は初期パフォーマンス期間として 10 年程度
を考慮して決定する。なお、路肩は車道の舗装厚の 2／3程度の厚さ程度とする。 
 
本線に接続する道路の取扱 

• 橋梁建設により影響を受ける接続道路については、接続道路の機能を勘案した摺り

つけを行う。なお、接続道路への摺りつけ縦断勾配は 6%以下とする。 
 
 3.4 準拠距離程 
本計画の距離程はMTIの距離程に準じ計画する。各橋梁の距離程は、橋梁中心とし以下のと
おりとする。 

• ラス・バンデラス橋： 45+898 
• テコロストーテ橋 ：101+678 
• クイサラ橋 ：122+448 

3.6m 1.2～2.1m0.5m 

5.3～6.2m 

2.5%

3.6m3.6m 2.1m 2.1m 

11.4m 

2.5%2.5%



• ラ・トンガ橋：141+907 
 

 3.5 既存橋関係 
• 既存橋と離れて 2車線橋を建設する場合、既存橋は「ニ」国側の負担で撤去する。 
• １車線橋を既存橋と平行して建設する場合、「ニ」国側負担で既存橋の補修を実施す

る。 
• 既存橋補修の必要性や必要箇所等については概略設計概要説明時に提示する。 
• 1車線の既存橋については交通車両を車線中央に誘導する装置が必要である。 
• 新橋の架橋位置が現橋位置と異なる場合、既存ラ・トンガ橋の撤去は｢ニ｣国側で実

施する。調査団は｢ニ｣国側に対して、新橋完成後、速やかな既存橋撤去を申し入れ、

｢ニ｣国側はこれを了承した。 
• 既存ラ・トンガ橋については、損傷に関して橋門部材の補修、破断した部材につい

て早急な応急措置を実施することに合意した。 
3.6 道路付属施設 
本プロジェクトで実施する道路付属施設は以下のとおりとする。 

• 道路規制、警戒標識 
• 道路排水に必要となる施設 
• 道路区画線（中央線、側線） 
• バス停（ただし、shelterは｢ニ｣国側が建設） 
• その他必要となる施設（日本帰国後検討） 

 
3.7 調達／施工計画に係る事項 

仮設用地の確保 

• ｢ニ｣国側は、添付１に示す各橋梁の工事中に必要となる仮設用地を土地所有者と交

渉し借地の合意を得る。なお、借地の合意と借地料については、2010年 3月 23日
までに調査団影山まで連絡する。 

 
土取り場および砂採取に伴う許可の取得 

• 土取り場は、添付 2に示す土取り場を計画している。調査団は、現在実施中の材料
試験の結果により最終土取り場を決定し、2010年 6月下旬迄に｢ニ｣国側に連絡する。
｢ニ｣国側は、2010年 8月末迄に土取り等に必要な関連許可を取得し、JICAニカラ
グア駐在員事務所を通じ、日本側に連絡する。 

 
ベイリー橋の確保と無償貸与 

• ｢ニ｣国側は MTI が保有するベイリー橋（64ｍ分）を本プロジェクトに対して無償
にて貸与する。なお、日本側は使用に際して紛失または損傷した部品、部材につい

ては弁済する。 
 
 



建設にかかる免税処置 

両国にて購入する資機材の免税処置について、業者契約時までに免税購入等に関し申請の

行い許可証を入手する。 
 
3.8 環境社会配慮に係る事項 

河川の水質については、今後のモニタリングの基礎データが必要となるため、｢ニ｣国側は以

下の水質試験を 4橋梁河川において 2010 年 6 月上旬までに実施し、結果を JICA ニカラグア事

務所を通じ日本側に連絡する。 

• PH試験 
• 水温計測 
• SS試験（含有浮遊物量） 
• BOD試験（生物化学酸素要求量） 
• 濁度試験 

 

以上 



 

 

資料 5. 参考資料 

（収集資料リスト） 
 



 

 

 

調査名：ニカラグア国マナグア～エル・ラマ間橋梁架替計画準備調査 

番

号 
資料名 

形態 
(図書/ビデオ

地図/写真等)

オリジナル/

コピー 
発行機関 発行年 

1 質問書回答書 CD オリジナル MTI 2010 

2 ニカラグア地図(25 万分の１) CD コピー INETER  

3 
Anuario de Estadísticas Económicas2001-2007 
経済統計年鑑 

図書 オリジナル

Banco 

Cenral de 

Nicaragua 

2008/3 

4 Memoria Anual 2007 年報 図書 オリジナル 同上（中銀） 2008/3 

5 Memoria Anual 2008 年報 図書 オリジナル 同上(中銀) 2009/3 

6 REVISTA CONTEOS DE TRAFICO AÑO2007 交通量 図書 オリジナル MTI 2008/5 

7 
ANUARIO DE AFOROS DE TRAFICO AÑO 2008 交通量年
鑑 

図書 オリジナル MTI 2009/4 

8 RED VIAL DE NICARAGUA 2008 道路網 図書 オリジナル MTI 2009/4 

9 La Tonga, Cuisalá, Tecolostote 三橋の設計図面 図面 コピー MTI  

10 

Recursos Naturales, Ambientales y Participación Popular en el 
Desarrollo Local en la Nicaragua Sandinista サンディニスタ政

権ニカラグアにおける天然資源、環境、国民参加 

小冊子 コピー MTI 1988/11 

11 

Reporte de Observaciones Satelitales Geoprefenciación de 
dos vertices B1 y B2 cercanos al puente “LAS BANDERAS”  
Managua, Nicaragua 

ファイル コピー LAMSA 2010/3 

12 

Reporte de Observaciones Satelitales 

Geoprefenciación de dos vertices T1 y T2 cercanos al puente 
“TECOLOSTOTE”   Boaco, Nicaragua 

ファイル コピー LAMSA 2010/3 

13 
Geoprefenciación de dos vertices C1 y C2 cercanos al puente 
“CUISALA” MANAGUA, Nicaragua ファイル コピー LAMSA 2010/3 

14 
Geoprefenciación de dos vertices J1 y J2 cercanos al puent 
“LATONGA” JUIGALPA, CHONTALES, Nicaragua ファイル コピー LAMSA 2010/3 

15 
TIPITAPA-MALACATOYA, ESTUDIOS DE FACTIBILIDAD 

de 2,200 viviendas 2200 戸の住宅 Ｆ∕Ｓ 
ファイル コピー ＭＴＩ 1982/10 

16 

MINISTERIO DE LA CONSTRUCCION Y TRANSPORTE 

PROYECTO：CAMINO GRANADA-MALACATOYA 

INFORME FINAL グラナダ・マラカトヤ道路プロジェクト、最終

報告書 

印刷物 コピー 

Ingeniería y 
Proyecto, S. 

A.Consultores 
(MTI 経由) 

1990/10 

17 
Proyecto para construcción de puentes en la ruta 
Granada-Malacatoya-Juigalpa, 日本の無償要請書(1996) 

ファイル コピー MTI 1996/1 

18 

Manual Centroamericano: Norma para el diseño geométrico de 
carreteras regionales 中米マニュアル：中米地域道路幾何設

計基準 

CD コピー MTI 2004 

19 Nicaragua en cifras、2009 年 7 月（ニカラグアの統計） PDF コピー 中銀 2010 

注） MTI：運輸インフラ省 

 INETER：ブルンジ統計・経済研究所 

 LAMSA：ラムサ社（現地コンサルタント） 
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